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公的ミクロデータグループの課題
統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター データ基盤プロジェクト

１．政府統計など公的ミクロデータの学術利用の促進

1-a オンサイト拠点の運営と実験
1-b 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムの運営・管理
1-c 総務省、統計センターなど、政府への業務支援、技術供与
1-d 公的ミクロデータ利用の海外事例調査

２．ミクロデータ活用のための基礎技術の開発

2-a プライバシー保護のための統計的セキュリティ
2-b 匿名加工データの作成技術開発

３．ミクロデータ構造化のための統計的技術開発

3-a 欠損値補間およびデータ結合のための統計的方法論
3-b 複数のデータベースに対する統計的マッチング
3-c 法人ミクロデータの収集とリスク分析
3-d 精度と規模が極端に違うデータベースの結合と利用

その社会実験（不動産データ）



公的ミクロデータとは？
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国勢調査調査票基幹統計調査
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• 国が行う統計調査で作成される調査客体単位のデータ



オンサイトで利用可能な調査一覧
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ミクロデータ（調査票情報）とは？
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https://www.e-stat.go.jp/microdata/micro



オンサイト利用全体の概要
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オンサイト施設におけるミクロデータの
活用
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16

（統計データ利活用センター高部勲様のオンサイト説明資料より抜粋）



公的統計ミクロデータ
研究コンソーシアムの活動
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公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム

• 公的統計ミクロデータの研究利用（二次的利用）
を促進するための環境の整備するために2017
年に設立
– 利用手続きの煩雑さ、利用機会の少なさにより、少
数の研究者に利用が限定

• 公的統計ミクロデータの研究利用促進に係る学
官産連携の推進

• 公的統計ミクロデータ分析の普及・啓発

• オンサイト利用によるミクロデータの研究利用の
推進
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公的統計ミクロデータ
研究コンソーシアム

科学研究費補助金 基盤研究（A)
「政府統計ミクロデータの構造化と
研究利用プラットフォームの形成」

議長
情報システム・研究機構
藤井良一

委員長
統計数理研究所
南 和宏

研究代表者：椿 広計 統計数理研究所 名誉教授
研究分担者：山下 智志、南 和宏、岡本 基

総務省

政策

統括官室

総務省

統計局

（独）統計

センター

総務省

統計研究

研修所

統計数理研究所 一橋大学 青山学院大学 慶應義塾大学

プラットフォーム
分科会

データ構造化
分科会

利用普及促進
分科会

評議会

運営委員会

事務局

副委員長
中央大学
伊藤伸介

国際ミクロ統計
データベース

山下 智志、岡本 基、
馬場康維名誉教授

（公財）
統計情報
研究開発
センター

情報システム・
研究機構
データサイエンス
共同利用基盤施設



評議会 評議委員名簿

• 議長 藤井良一 情報・システム研究機構機構長

• 川崎茂 日本大学経済学部特任教授

• 北村行伸 立正大学経済学部教授

• 玄田有史 東京大学社会経済研究所教授

• 佐和隆光 公益財団法人国際高等研究所副所長

• 椿広計 統計数理研究所所長

• 岡部寿男 京都大学学術情報メディアセンター教授

• 松林洋一 神戸大学経済経営研究所研究科長

• 杉山学 群馬大学社会情報学部教授

• 南和宏 統計数理研究所教授

• 山下智志 統計数理研究所副所長/教授

• 渡邉聡広島大学高等教育研究センター教授
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運営委員会 委員一覧

• 委員長
南和宏 統計数理研究所教授

• 副委員長
伊藤伸介 中央大学経済学部教授

委員
• 山下智志 統計数理研究所副所長/教授
• 岡本基 情報・システム研究機構戦略企画本部

主任URA/特任准教授
• 稲垣好展 総務省政策統括官(統計基準担当)室参事官
• 佐藤紀明 総務省統計局統計調査部調査企画課課長
• 高部勲 総務省統計局統計データ利活用センターセンター長
• 三神均 （独）統計センター情報技術センター統計情報提供課課長
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コンソーシアム会員
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総務省
政策

統括官室

総務省
統計局

（独）統計
センター

総務省
統計
研修所

コンソーシアム
会員

オンサイト施設の
利用者

（公的統計分野）

オンサイト施設
責任者

と運営協力者

１号、２号会員
３号会員

４号会員

現在７３名



シンポジウムの概要
(2021年11月19日（金）開催）
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「デジタルの日」協賛イベント



「デジタルの日」特設ページ
(http://jmodc.org/digitalday.html)
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ニュースレターの創刊（3月発行予定）
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創刊インタビュー（座談会）も実施
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コンソーシアム・ウェブサイト
(http://jmodc.org)
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チュートリアル動画の公開

• シンポジウムのチュートリアル講演の動画を
公開（3月公開予定）

19



２．ミクロデータ活用のための基礎技術の開発
2-a プライバシー保護のための統計的セキュリティ
2-b 匿名加工データの作成技術開発



オンサイト利用におけるプライバシー
保護と安全性審査
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研究者 各種調査の
個票データ

探索型の
データ分析

安全性
審査

オンサイト施設

中央データ
管理施設

リモート
アクセス

訪問

分析結果
安全な
分析結果

審査者

統計開示抑制



Rによる説明資料も作成する
秘匿処理ツールの開発
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P1 P2 P3

M1 150 15 0

M2 72 20 11

M3 38 38 1

テーブル

• 度数閾値
• 行／列占有度閾値
• 秘匿インターバル閾値

安全基準パラメータ

P1 P2 P3

M1 NA 15 NA

M2 72 20 11

M3 NA 38 NA

2次秘匿テーブル等
の結果オブジェクト

出力データ

秘匿処理
関数

入力データ

• 度数表
• 一次秘匿テーブル
• 秘匿セルのインターバル

説明資料

• 今後はオンサイト施設への展開を目指す
• 一部機能は、「簡易集計システム」で既に提供



公的ミクロデータへの
k-匿名化技術の適用の検討

• k-匿名化は匿名データのレコード識別を防ぐ
有望な安全性指標

• これまでの公的ミクロデータの匿名データに
おける地域情報の公開は非常に保守的（k=
数十万）であった

• 今年度はがん登録情報を題材に、より詳細な
地域情報の公開について検討した
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３．ミクロデータ構造化のための統計的技術開発

3-a 欠損値補間およびデータ結合のための統計的方法論
3-b 複数のデータベースに対する統計的マッチング
3-c 法人ミクロデータの収集とリスク分析
3-d 精度と規模が極端に違うデータベースの結合と利用

その社会実験（不動産データ）



データ構造化の目的と手法

・欠損値補間
経済統計、医療統計を中心に研究成果が多い。
経済（Hot Deck, Cold Deck）と医療（ICE, Knn, MICE）とは系統がやや異なる
単純は「削除」「平均値補間」は少なくなりつつある。

・異常値補正
バイアスに関係する研究は多いが、個別セルに対する研究成果は少ない。
３シグマ折り返し処理、数値情報の順位化、数値情報のカテゴリー化などの
経験的処理が一般的である。
一般的にモデルパラメータに与える影響が大きい

・データ結合、リレーション、データ・リンケージ
いわゆる名寄せ。
情報が複数のデータベースに分散している場合、必須の処理
特定フィールドの完全一致から、確率一致性へ進化

・テキストデータの数量化 25

データの供給を受けた研究者がストレスなく分析を開始できるよう、
データベースを供給段階で整えておく必要がある
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いろいろなミクロデータと構造化の関係

官学データ利用（政府データの学術利用）

・オンサイト拠点の全国展開によるデータ・アクセシビリティの向上
→オンサイト拠点設置・運営のための費用負担

・公的ミクロデータ研究コンソーシアム活動による広報活動と利用者ニーズの把握
・データ構造化よるクレンジングされたデータの供給、データ・リライアビリティの向上

→データ構造化研究の推進
・データ利用のための人材育成、情報提供

学学データ利用（研究活動データの学術相互利用）
・社会データアーカイブズの開発と利用（東大、慶應大などの実績）

→データ提供者のメリット、利用者フレンドリーなインターフェースなどが課題

民学データ利用（民間データの学術利用）
・民間との共同研究などでデータを入手可能

→知財契約、守秘義務契約などのコンプライアンス、セキュリティ体制など
なれていない研究者にはハードルが高い
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今後の展開（２）

・統計改革推進会議
官官データ利用の早期実現、
官学データ利用については早急推進、
官民データ利用については重要課題として積極的に検討

民官データ利用（民間データの政府利用）
→所轄官庁が企業よりデータを取得することは一部行われている（例 銀行法２４条）

ただし省庁間で利用する仕組みはこれから？
ｃｆ．銀行法２４条のデータ提出先は内閣総理大臣であるが実質的には金融庁が独占利用に近い状態

・骨太の方針
官民が保有するデータの徹底した利活用を図るべく、新しい社会インフラ
となるデータ利活用基盤を構築する。「官民ラウンドテーブル」等を通じた
公共データのオープン化、安心してデータ流通を促進させるための法制
度整備等を進める。

民民データ利用（民間データの民官利用）
→コンプライアンスが整理できた業界からデータの共有化は進められている。
（データベンダーの存在）

学民データ利用、学官データ利用については学学のアーカイブズを通して可能
→アーカイブズの改良が必須？



データベース結合が前提とする条件

データオーバーフローの時代
→人的資源、計算資源を超えたデータの規模と種類
→Webデータ、テキストデータなど非構造化データの存在
→複数データベースにまたがった情報

データから目的にあった情報を抽出するために
→複数のデータベースに存在する情報を正確に抽出する

例；企業データの結合

●政府データ： 無借金企業を含めたセンサス
労務情報など特定の重要フィールドあり
調査フリークエンシーが長い
個人事業主については情報が欠落

●銀行データ： 債務者のみのデータ（例CRD協会：１６０万社）
財務データが正確で広範囲
毎年情報が更新
個人事業主のデータもあり

日本全体の企業を
対象とした分析・政
策

無借金企業に対す
る貸出

より多いフィールド
からの情報抽出



入手した法人ミクロデータ

【法人データ】

① 高度信用リスク統合データベース：
地銀５行（滋賀、伊予、群馬、北陸、八十二）の
統合与信データベース・貸倒損失データベースの作成とモデル化
→担保・保証・毀損情報をデータとして持つ世界初の統合データベース

② CRD協会データ、日本の企業の過半を把握
財務とデフォルト情報を格納した巨大データ（）のクレンジング。

データ元（全国都道府県信用保証協会、比較的小さい金融機関）

③ 公的ミクロデータ：オンサイト拠点
総務省、経済産業省の法人統計データ

④商用民間信用データ
帝国データバンク ３県×３年

【その他】

④ 銀行の口座情報（勘定系データ）
⑤ ソブリンデフォルトリスクの計測と格付システムの開発（JBIC、JICA）

国際協力銀行（JBIC）、 国際協力機構（JICA）の海外融資データ
2014年開発開始、2015年からモニタリング

⑥賃貸不動産定点観測データ
⑦賃貸不動産ネットクローリングデータ
⑧ 物件情報の巨大データベースの作成 → 空室率予測モデルの作成



事例 ２つのデータベースの結合と欠損・重複

データベースA

データベースB

●一部のレコードが共通
全部共通もしくは共通レコードが
なしの場合は少し問題が単純

●一部のフィールドが共通
全部共通もしくは共通フィールド
がなしの場合は少し問題が単純

●データベースの精度は同じで
は無い

データベース（A+B)精度：ａ

精度：ｂ



データベースA

データベースB

名寄せ・マッチングの問題

●部分フィールドの完全マッ
チングが一般的
→表記の揺れ、フィールド定義
の違いなどで名寄せできない
→秘匿性情報では完全マッチン
グが禁止されていることが多い

●統計的マッチングの導入
→高部発表



データベース結合が前提とする条件

データベースA

データベースB

フィールド条
件の一致

同じ指標に見えるが、データによって微妙に
定義が異なるかもしれない

例：雇用者数・従業員数
・社長、役員は入れる？
・バイトは？週何時間以上？
・観測時点は年末？年度末？

↓

少しでも違えば、違うフィールドとすべきか？

小さい違いなら１つのフィールドとして扱う
か？

→その場合、どのように合成するか？



重複ブロック

データベースA

データベースB

重複ブロック

フィールド条
件の一致

フィールドが同じと判断された場
合、

データが重なっているところにつ
いては、２つのデータを１つにする
必要がある。

・高精度のデータをつかう？
・精度に応じた案分？

精度：ａ

精度：ｂ



同質でないデータが混在するフィールド

データベースA

データベースB

重複ブロック

フィールド条
件の一致

同質でないデータの混在
IIDなどは使えない

合成されたフィールドにおいて
は、精度の違うデータが混在す
ることになる。

同一分布からのサンプリングと
はいえないため、統計分析にい
ろいろな制約ができる。



欠損ブロック

データベースA

データベースB

欠損ブロック

欠損ブロック

どちらのデータベースにも情
報が存在しない部分がある。

基本的に欠損値補間問題で
あるが、ＭＡＲ（Ｍｉｓｓｉｎｇ at
Random）ではありえない。



データベース結合における統計的問題の種類

データベースA

データベースB

欠損ブロック

欠損ブロック

重複ブロック

名寄せ・マッチング

フィールド条
件の一致

同質でないデータの混在

データベース（A+B)

これらの問題が解決され
れば、データ結合が完成

↓

全体を考えた事例はみあ
たらない？



データ縮約について

データベースA

データベースB

欠損値補間

欠損値補間

データ選択

名寄せ・マッチング

フィールド条
件の一致

同質でないデータの混在

保守的結合
データベース（A+B)

結合されたデータの精度
に自信が無い場合、一
部のデータを捨てるとい
う方法もある。

↓

捨て方に応じたセレク
ションバイアスが生じる



目的感の違いによるデータベース結合の２つのケース

データベース（A+B)

データベース（A+B)

問題・モデル

問題・モデル

問題・モデル

問題・モデル

特定の問題・モデルのためにデータ結合
を行うケース

例：倒産確率推定

予測精度（正答率など）を目的関数として
最適化を行うことによって、合成のため
のパラメータを得ることができる

不特定多数の問題・モデルのためにデー
タ結合を行うケース

例：オンサイト施設におけるデータ供給

明確な目的関数が存在しないため、問題
の定義づけが難しい。



まとめ

・データ過剰の時代の分析のあり方を探る

・質の高いデータ（公的ミクロデータなど）の学術普及

・プライバシー、秘匿性に注目したデータハンドリング

・ミクロデータ分析のためのデータ構造化理論を構築する

⇒社会的環境や協力者に恵まれ、順調に事業が進んでいる


